
　名　称 一般財団法人下関市公営施設管理公社

　代表者 理事長　濱本　笙子

　住　所 下関市唐戸町４番１号カラトピア４階

■　目標値の達成度

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 合計
目標値 60,000 60,000 － － － 120,000 
実績値 16,445 － － － － 16,445 

差 △ 43,555 － － － － △ 43,555

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

令和３年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 長府毛利邸

所在地 下関市長府惣社町４番１０号

　観光スポーツ文化部観光施設課

　ＴＥＬ　：　０８３　－　２３１　－　１８３８

　Ｅ－ｍａｉｌ　：　sgshiset@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

指標：年間入場者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：　人　）

指定管理者

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次葉
の通り、具体的な業務の実施状況等についての確認結果をコメントしたうえ
で、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」
を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　令和３年度は、利用料金制導入施設として指定期間を更新しましたが、前年度から続く新型コロナウイ
ルスの影響による臨時休業があり、実績は前年度より僅かに増加したものの目標には遠く及びませんでし
た。行事等も思うように開催できず、入場者の来場動機となるものが少なかったと考えます。
　令和４年度も厳しい状況が続くと思われますが、適切に状況を把握した上で来園者が安心して各種行事
にも参加し、確実に実績に繋がるような施設運営を求めます。

　長府毛利邸は、長府毛利家第14代当主の毛利元敏公により完成した邸宅であり、武家屋敷造りの重厚な
母屋と日本庭園を備えた施設です。市民に癒しと安らぎの場を提供し、城下町長府地区の観光拠点となる
観光施設として管理運営を行っています。
　指定管理業務の実施状況については総合的に判断して良好と評価します。ＳＮＳ等により施設の情報発
信を行い、施設内ではお茶のサービスの他、生花や小物で施設内を装飾するなど細やかな心配りのある取
り組みが確認できました。これに加え今後は、多少なりとも行事が開催され、充実した施設運営が行われ
ることを期待します。

　令和４年度以降も、施設の設置目的を果たし、より一層のサービスの質を向上させる施設運営を求めま
す。入場者からの要望等は今後の運営に反映するなどして適切に活用し、また設備管理については、景観
と安全性の観点での整備はもとより、職員の細やかな心遣いが各所に見受けられます。これらを維持しつ
つ、引き続き来場者が安心して利用できる環境づくりを求めます。



基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　社会性（環境等への配慮）

事業収支

　経済性

団体の経営状態

　経営の健全性

　　施設の安全・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されていました。施
設運営や利用者への対応については、地域住民が公平・平等に利用できるよう努力されていました。施設
の特性を活かした情報発信を行いましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により入園者数は、計画
（目標値：６０，０００人）を下回りました。

　施設運営に関する業務を事業計画に則って適切に実施していました。自主事業で実施している抹茶のお
もてなしは、日本家屋の空間を活かした取組みで、国内外のお客様から大変人気があります。海外からの
観光客の誘致が難しくなってきていますが、観光政策課と連携した取組みによる集客にも努めていまし
た。

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持に努めています。また、利用者から出た意見・要望等につ
いて、迅速に対応し検討の上、今後の改善に役立てていました。

　業務報告書や事業報告書を適切に作成していました。施設の維持管理についても計画どおり実施されて
いました。

　施設内を定期的に巡視し、事故や火災の予防など入園者の安全確保に努めていました。
　新型コロナウイルス感染症対策についても適切に対応しています。

　空調フィルターを定期的に清掃するなど、省エネに努めていました。

　事業収支については、指定管理者が経費節減に努めて効率的に運営していました。

　提出された財務諸表等を分析した結果、財務状況については、特に大きな課題や問題はないため、経営
状態は健全と判断しました。



　名　称 一般財団法人下関市公営施設管理公社

　代表者 理事長　濱本　笙子

　住　所 下関市唐戸町４番１号カラトピア４階

■　目標値の達成度

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度
目標値 60,000 60,000 61,000 － －
実績値 16,445 28,523 － － －

差 △ 43,555 △ 31,477 － － －

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

　ＴＥＬ　：　０８３　－　２３１　－　１８３８

　Ｅ－ｍａｉｌ　：　sgshiset@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

指標：年間入場者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：　人　）

　令和４年度は、新型コロナウイルス感染症に伴う休館もなく外国人観光客等の入園が復調し、前年度
に比べると入園者数は大幅に増加したものの、目標には及びませんでした。個人客に比べ、団体ツアー
の回復による団体客の増加率が顕著でしたが、運営面では、各種行事を再開させる等、集客を目的とし
た積極的な取組を行いました。
　令和５年度については、新型コロナウイルス感染症を含め状況を見極めた上で催事等実施し、安全・
安心なサービス提供により目標に到達する施設運営を求めます。

　長府毛利邸は、長府毛利家第14代当主の毛利元敏公により完成した邸宅であり、武家屋敷造りの重厚
な母屋と日本庭園を備えた施設です。市民に癒しと安らぎの場を提供し、城下町長府地区の観光拠点と
なる観光施設として管理運営を行っています。
　指定管理業務の実施状況については総合的に判断して良好と評価します。ＳＮＳ等により施設の情報
発信を行い、施設内ではお茶のサービスの他、生花や小物で施設内を装飾するなど細やかな心配りのあ
る取組が確認できていますので、今後、更に充実した施設運営が行われることを期待します。

　令和５年度以降も、施設の設置目的を果たし、より一層のサービスの質を向上させる施設運営を求め
ます。入場者からの要望等は今後の運営に反映するなどして適切に活用し、また設備管理については、
景観と安全性の観点での整備はもとより、職員の細やかな心遣いが各所に見受けられます。これらを維
持しつつ、引き続き来場者が安心して利用できる環境づくりを求めます。

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次葉
のとおり、具体的な業務の実施状況等についての確認結果をコメントした上
で、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」
を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

令和４年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 長府毛利邸

所在地 下関市長府惣社町４番１０号

指定管理者

　観光スポーツ文化部観光施設課



　経営の健全性

　提出された財務諸表等を分析した結果、財務状況については、特に大きな課題や問題はないため、経
営状態は健全と判断しました。

　施設内を定期的に巡視し、事故や火災の予防など入園者の安全確保に努めていました。
　新型コロナウイルス感染症対策についても適切に対応しています。

　社会性（環境等への配慮）

　空調フィルターを定期的に清掃するなど、省エネに努めていました。

事業収支

　経済性

　事業収支については、指定管理者が経費節減に努めて効率的に運営していました。

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持に努めています。また、利用者から出た意見・要望等に
ついて、迅速に対応し検討の上、今後の改善に役立てていました。

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　業務報告書や事業報告書を適切に作成していました。施設の維持管理についても計画どおり実施され
ていました。

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

団体の経営状態

基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

　施設の安全・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されていました。施
設運営や利用者への対応については、地域住民が公平・平等に利用できるよう努力されていました。施
設の特性を生かした情報発信を行いましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により入園者数は、計
画（目標値：６０，０００人）を下回りました。

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　施設運営に関する業務を事業計画にのっとって適切に実施していました。自主事業で実施している抹
茶のおもてなしは、日本家屋の空間を活かした取組で、国内外のお客様から大変人気があります。団体
ツアーの誘致にあたっては関係機関との連携した取組に努めており、令和４年度実施した人気アニメを
起用したツアーでは効果的な集客を上げました。


